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概要

看護科学生の母性意識の一般的様相を明らかにし，それに及ばす影閣要因を探る目的でアンケート調査を行い，

多変蜀解析を用いて検討した。母性意識に関しては①すはらしさや喜び②拒否や苦痛の2つの因子か抽出された。

それらに影闊を及ぱしている要因として明らかになったものは「初経時の反応およぴ月経障害」「子供の世話」

「母親との関係」「分娩見学」「科・学年」等である。母性慈識は，これらの要因の影評を受けなから発達してお

り，またその要因のかかわりは影闊を受ける年代に左右されていることが示唆された。

I.緒 -
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母性性，あるいは母性意識は本能に甚づくば

かりではなく，生育史の集約として育まれ，発

達していくものであると多くの研究で示唆され，

それらを促進または抑制する因子か次第に明確

になってきている 1)-5)。看護科学生は，健全な母

性意識を形成する上で，重要な時期にあると思

われる。

そこで本報は，看護科学生を対象として，母

性意識を把握するために広く一般に用いられて

いる質問の回答について因子分析を行い，母性

意識の構造を明らかにするとともに，それに影

孵を及ぼす要因を探る目的で調査を行い， 2～ 3 

の知見を得たのでここに報告する。

II.研究方法

1.対象および期間

対象 1992年本短期大学看護科に在学中の

277名

回収率91% 有効回答率82%(228名）

調査期間 1992年12月1日か ら12月31日

2.調査方法

調査は無記名によるアンケート方法とした。

(1) 母性意識の調査

花沢6)の 「母性理念質問紙」を用い，24項目の

質問に回答を求めた。回答は非常にそう思う，

そう思う， どちらともいえない，ちがう，非常

にちかう，の 5段階評定により求め，それぞれ

の回答に， 1, 2, 3, 4, 5, のコードを付

して集計した。

(2) 母性意識への影響の調査

母性意識の発達に関わるといわれている一般
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表 1 要因アイテムとカテゴリ ーおよぴカテゴリー別人数

要因アイテム カテゴリー 人数

］ 初経時の感想 C 1 うれしかった 39 
C2 不安 ・困った 22 
C3 イヤだと思った 34 
C4 恥ずかしかった 36 
C5 駕いた 75 
C6 何とも忠わない 22 

2 月経照忠 CI 防1：がひど〈我t!kできない 39 
C2 防布がひどいが我殴できる 93 
C3 気にならない 77 
C4 全〈ない 19 

3 子供の世話 Cl したことがある 173 
C2 したことがない 55 

4 兄弟姉妹 Cl 長女 101 
C 2 まんなか 39 
C3 末っ子 71 
C4 一人っ子 17 

5 I吐親との話し CI よくする 141 
や相談 C2 時々する 72 

C3 はとんどしない 15 

6 I.：｝親への愛豹 Cl 非常に好き 100 
C2 好き 99 
C3 あまり好きでない 22 
C4 全〈好きでない 7 

7 ;:｝親との Cl なりたし、 108 
同一化 C2 どちらともいえない 92 
C3 なりた〈ない 28 

8 父I：上の仲 CI 大変仲がよい 82 
C 2 まあ仲がよい 108 
C3 あまり仲がよ〈ない 23 
C4 仲かわるい 8 
C5 わからなし、 7 

9 妊産婦 C ] 身近にいる 107 
C2 いなし、 121 

10 分娩見学 C ] 第一期から兄学 73 
C2 第二期から見学 36 
C3 未見学 119 

11 科 ・学年 Cl l N l年 50 
C2 IN 2年 39 
C3 IN 3年 41 
C 4 2 NI年 52 
CS 2 N 2年 46 

的見解および母性看護学履修など，表 lに示し

た11アイテムを取り上げ，それぞれのカテゴリ

ーのどれかにチェックを求めた。

3.統計学的解析

多変量解析には因子分析法および数最化理論

第1類を適用した。因子分析には主因子法 （ヤ

コビ法） ・パリマックス回転法を用いた。抽出因

子数は固有値か1.0以上を基準にして決定した。

また平均値の差の検定には，t検定を用いた。

III.結果および考察

1.母性意識の構造

24項目の質問に対する回答について因子分析

を行った結果，2つの因子が抽出された。次い

で，因子負荷量0.4以上の16項目の質問に対する

回答を取り上げ，再度因子分析を行った結果は

表2のようである。それぞれの因子を 「すばら

しさや喜び』「拒否や苦痛」と解釈した。

各因子に属す質問の得点の平均値を因子得点

とし，全被験者でみた因子別平均得点は表3に

示すようである。各質問の回答の得点は因子負

荷量の符号に注目し，第 1因子ではそれを肯定

する回答のコードが高得点になるように 5,4, 

3, 2, 1点を配し，第 2因子ではそれを否定

する回答のコードが高得点になるように 1.2. 

3, 4, 5点を配した。平均得点において， 『す

ばらしさや喜びjは肯定する側に，『拒否や苦痛』

は否定する側にあり，両者間には有意の差が認

められた。「すばらしさや喜び』を肯定する意識

表 2 母性意識に関しての各質問の因子負荷堡

因 子 質 問 因子負荷試 固有値 累桔寄与率

第 1因子 l 妊娠はすばらしい出来事 0 549 

2 出産は女の特権 0 535 

すばらしさや喜び 4 児を無事生むためなら苦しみを我投できる 0 425 

5 子供を生むことは生きた証 0 450 

7 子供を生み育てることは自己成長 0.503 
3 400 21 25% 

8 子供がいると生活がより楽しい 0 502 

10 わが子のためなら自分を犠牲にできる 0 467 

11 こどもを脊てるのは生みの母が最高 0 449 

12 結婚生活を楽しむために子供を作らない -0 444 

17 早く子供を生みたい 0 445 

第 2因子 3 妊娠した自分の姿はみじめだ 0 409 

6 女だけが妊娠や出産をするのは不公平 0 566 

拒否や苦痛 16 子供が好き -0 436 
1 lll 28.20% 

19 陣捕は我役できる -0 563 

21 育児に追われていると若さか失われる 0 463 

24 お産にたいして恐怖心や不安がある 0 568 
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，
 表3 母性意識の因子別平均得点

因 子 1例数 1 平均値土標準偏差

表4 諸要因の母性意誨第 1因子得点に及ぽす影響

口第 2因子 228 

* *p<0.01 

4. 01土0.44 

3.40土0.58

の方か 「拒否や苦痛」を否定する意識より強い

といえる。

このことは，調査対象である学生が次代を担

う母性であるとともに，母性保健指導のメンバ

ーとなる立場にあることを考えると好ましい結

果であるといえる。他の職種と看護職との母性

意識を比較した新道ら 7)の調査において，看護職

の専門教育を受けることによ って「女性はすば

らしい」「母親はすばらしい」等の母性意識が好

ましい方向に変化することが示されており ，本

調査でも同様な結果が得られた。それか，看護

婦を志す特定集団の本来の素質によるものか，

自己形成の発達上の現象か，あるいは看随教育

の影籾によるものかは明らかではない。

2.母性意識に及ぼす諸要因の影閻

母性意識の因子分析によって求められた 2因

子それぞれの因子得点を外的基準とし，表 1に

示した11のアイテムを要因に取り上げて数畳化

理論第 1類による解析を行った。偏相関係数が

小さいアイテムを除き，各アイテムのカテゴリ

ーの重み値を示したものが表 4および表 5であ

る。第 1因子については重み値が＋で，その絶

対値か大きいほど 『すばらしさや喜びjを肯定

する側に引っぱることを，第2因子については

重み値がーで，その絶対値が大きいほど 「拒否

や苦痛」を肯定する側に引 っぱる ことを示す。

以下，注目すべき所見を取り上げて考察する。

1.初経時の反応および月経障害について

初経時に，不安であ った り，イヤであったり，

駕いたり，恥ずかしかったりという否定的な反

応を示した者は73.2％と，他の調査結果(73-83

%) 8)9)と同様に高率であった。

この要因は第 1因子，第 2因子の両者に影響

を与えており ，特に否定的な反応の中で「イヤ

だと思った」は『すばらしさや喜び』の因子を

強く否定する側に引っぱっており， 『拒否や苦痛』

の因子を肯定する側に引っぱっている。「イヤで

あった」という反応は「不安や驚きや恥ずかし

要因 カテゴリー 韮み値 偏相関係数 重み値のレンジ

11 CI 0 053 
C2 0 046 

C3 -0 158 
0 167 0 211 

C4 0 024 
C5 0 020 

C6 -0 002 

I 2 Cl 0 050 
C2 -0 034 

0.108 0 136 
C3 0 037 

C4 -0 085 

I 3 CI 0 027 
0 112 0 111 

C2 -0 085 

I 6 CI 0 046 

C2 -0 010 
0 121 0 174 

C3 -0 128 

C4 -0 122 

I 7 Cl 0 061 
C2 -0 106 0 210 0 222 

C3 0 115 

I 8 CI -0 028 

C2 -0 009 

C3 0 040 0 112 0 224 

C4 0 119 
C5 0 196 

Ill CJ -0 080 

C2 -0 032 

C3 0 186 0 224 0 266 

C4 -0 065 

C5 0 023 

表 5 諸要因の母性意識第 2因子得点に及ぽす影響

要因 カテゴリー 重み値 偏相関係数 韮み値のレンジ

I I Cl 0 082 

C2 0.194 

C3 -0 190 
0 209 0 384 

C4 -0.084 

C5 0 004 
C6 0.077 

I 2 CI -0 220 

C2 0 013 
0 208 0 383 

C3 0 056 
C4 0.163 

I 3 Cl 0 047 
0 155 0 194 

C2 -0.147 

I 5 CI -0 036 

C2 0 003 0 150 0 361 

C3 0 325 

I 6 Cl 0 037 

C2 0 005 
0 122 0 401 

C3 -0077 

C4 -0 364 

I 7 Cl 0 058 
C2 -0 052 0 099 0 Ill 

C3 -0 053 

110 Cl 0 131 
C2 -0 107 0 168 0 238 

C3 -0 048 

Ill Cl 0 010 

C2 -0 059 

C3 0 261 0 255 0 437 

C4 -0 176 

C5 0 005 
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かった」という反応とは異なって，他の要因，

たとえばまわりの人からの拒否や中傷やマイナ

スイメージの伝達などと複雑に重なった結果の

ようにも受けとめられる。そうであったとした

ら，それは初経教育上の問題として考慮を要す

るところである。

月経障害は一般的見解と実によく 一致する影

響を及ぱしており，「がまんできない」「がまん

できる」「気にいらない」「全くない」の順に『拒

否や苦痛』の因子を肯定する側に引っぱる属性

となっている。つまり「がまんできない」は『拒

否や苦痛』感を強め，「全くない」はその意識を

弱める。

母性意識の発達には，女性としての自己受容，

自己認識か重要な関係を持っており ，殊に初経

の経験はそれらに重大な影響を与える8)といわれ，

また初経を否定的に受け止めた者は PMT（月

経前緊張症）や月経障害が強いとの報告9)もあり，

月経障害という刺激は母性であること自体を苦

痛に感じさせ，母性性を拒否する意識を生み出

す可能性があるといえる。これらのこともふま

え，母性意識の育成にと って初経時の反応の重

要性を認識し，親や教師，男子生徒も含めた初

経準備教育の更なる充実か望まれる。

2 ・子供の世話について

子供の世話をしたことのある者は75.9％で，

思春期女子について調査した結果 (70.0%)1)よ

り高い傾向があ った。

子供の世話をしたことがあるは，第 2因子『拒

否や苦痛』を否定する側に引っぱっている。母

性意識を形成，発達させる要因に幼い子供の世

話の経験か重要である 1)4)といわれて久しいが，

本研究でも同様の結果が得られた。

3.母親との関係について

母親との関係か母性意識に及はす影籾を，母

親との話しや相談，母親への愛着，母親との同

ー化，および母を支える性役割に着目し，父親

と母親の仲の 4アイテムを要因として取り上げ

て検討した。母親かあまり好きでない，全く好

きでないは『拒否や苦痛』を強く肯定する側に

引っぱる属性て， 「すばらしさや喜び』を否定す

る側に引っぱる属性であ った。しかし，「母親と

の同一化」の面では，母親のようになりたくな

いか， また父母の仲か悪いか『すばらしさや喜

び』を肯定する側に引っぱる属性となっている。

この結果はなぜであろうか。大学 l~ 2年生の

時期に英文科の学生は， 自分の将米の母親像を

自分の母親のイメージによって描いている者が

多いのに対して，児童学科の学生は， 自分の母

親のイメージを否定している者が多く，すなわ

ち，後者は自分の中に自分なりのイメージを作

ろうとしているのではないかと推定されるとい

う興味深い報告1)かある。この推定をあてはめて

考えるならば，この時期の学生が母性看護学等

の専門教育を受けていることに関連して，現実

の母親の姿や父母の仲を否定的に考えつつ， 自

分の中に望ましい母親や父母のイメージを作っ

ているのではないかと説明できる。したがって，

この「否定」が母性性の発達に何らかの重要な

役割を持つか否かは，今後の課題として注目し

たしヽ 。

「母親との話しや相談」は，第 2因子 『拒否

や苦痛』のみの影響要因であるが，話しや相談

をしないか 『拒否や苦痛』を強く否定する側に

引っばる属性で，一般論では説明に苦應する。

ただし，会話の頻度では母性意識に有意の差は

認められないとする報告10)もあり，今後「話しや

相談」の頻度と内容を明確にした上での検討を

試みる必要かある。

4.母性看護学履修について

母性看護学履修の影響をみるため，科・ 学年

および，分娩見学の有無について検討した。

分娩見学は第 2因子 「拒否や苦痛』の影響要

因であった。分娩第一期からの見学は 『拒否や

苦痛』を強く否定する側に引っばる属性となっ

ており，分娩第二期よりの見学および未見学は

『拒否や苦痛』を肯定する側に引っぱる属性と

なっている。通常分娩第一期は初産婦で10~12

時間経産婦で5~ 6時間かかる長帳場であり，

そしてこの時期は陣痛と戦う苦しい時である。

したがって，ただ傍観者として見ているだけで

は 「拒否や苦痛』の意識が増強される方が自然

であると考えやすい。しかし，実習における分

娩見学では，実際には産婦に付き添い，彼女の

苦痛を軽減するためにあらゆる看護を実践して

いく 。何時間もいっしょに呼吸法を実施し，マ

ッサージをしているうちに産婦との共感性が生

まれ，無事分娩に至った時点では学生自身が苦
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痛体験を克服した気になり ，出生の喜びと大き

な感動を体験する。つまり自らの出産ではない

にもかかわらず，大変近い位置で出産の疑似体

験をしたことになる。森下15)や尾原ら 16)は母性実

習後，母性に対するイメージが良好となると報

告している。今回特に明らかになったこととし

て，分娩見学において出産のその瞬間のみに立

ち合った場合に比して，分娩第一期からのプロ

セスの中で，産婦とともに，ひとつの目標に向

かうことか学生の母性意識特に「拒否や苦痛j

を著しく否定することにつなかるということが

あげられる。ヘレーネ ・トイッチェ 17)は母性意

識には苦痛を嫌わない気持ちも含まれると述べ

ているが，まさにそのとおりである。

科 ・学年別は第 1因子， 第2因子両者の影特

要因であった。3年課程である 1N3年生が『す

ばらしさや喜び』を強く肯定する側に引っぱり，

I拒否や苦痛』を強く否定する側に引っぱる屈
性となっている。この 3年生は母性看護学の臨

床実習を終了している時点であり ，その影替か

大変強いと考えられる。なお， 1N 2年生は母性

看護学の購義を終了した時点であったが，両因

子への影響を殆どもっていない。母性看護学の

講義の受講だけでは母性意識に変化はみられな

いという岩崎ら 18)の報告と一致する結果といえる。

一方，2Nの学生の場合，2年課程であるため短

大入学以前にほぱ全員臨床実習を経験しており，

54％の学生はすでに分娩の見学もしていた。と

ころが 2N 1年生は『拒否や苦痛』を強く肯定す

る側に引っばる屈性となっている。彼女らの受

けてきた臨床実習は母性意識に関与していない

のか。この lNと2Nの傾向の違いについて考え

られることは，発達過程上の自己否定の時期と

の関連である。高校2年生頃に，女性であるこ

とや母親になること，すなわち自己の性に対し

て強く否定している者が多いとの報告1)かあるよ

うに，高校時代は母性性の発達か，ある意味で

困難な時期ともいえる。この時期の対応次第で

は自己の性か歪められる可能性も考えられる。

したかって，何らかの教育的な配慮か必要であ

る。一方，大学 3・ 4年生になると特に母性意

識か高まるという発達過程上の特徴かある 1)。1N3

年生の母性意識の高さは，臨床実習の影響にこ

れらの特徴がプラスされた結果といえそうであ

る。

なお，影響要因としては浮かび上からなかっ

た項目に「兄弟姉妹 （よりみた出生順位）」 と「身

近な妊産婦の存在」があげられる。「兄弟姉妹」

に関しては一般的には幼い弟や妹の世話をする

ことによ って，母性意識が育まれる 4)5)といわれ

ているが，本報では兄弟姉妹に関しては出生順

位を質問したにとどまったので，弟や妹の世話

の体験を適切に表しているとは考えにくい。し

たがって影牌要因に入らなかったのであろう 。

「身近な妊産婦の存在」も同様にかかわりの内

容を明らかにする必要かあったと思われる。

また，理解できない影慇りかみられた屈性とし

て，［母親との同一化」でどちらともいえないが，

他と異なって『すばらしさや喜びjを否定的な

側に引っぱる属性となっていることと ，「初経時

の感想」で不安 ・困ったがイヤだと思ったと反

対に 「拒否や苦痛」を否定的な側に引っぱる属

性となっていることかあげられる。これらに関

しては今後の検討にまちたい。

得られた結果から，母性意識は多くの要因の

影特を受けながら発達してい〈ことがわかった。

さらに，その影特の受け方は年代に左右される

ことが考えられる。したがって，母性意識の向

上を目指した教育を効果的に行うには影響を受

ける時期との関連を考慮する必要があることか

示唆された。

VI. まとめ

1.母性意識に関する質問の回答を因子分析

することによって，Iすばらしさや喜び』および
r拒否や苦痛』と解釈できる 2つの因子が抽出
された。

2.全員でみた因子別平均得点では 「すばら

しさや喜び』は肯定的であり ，「拒否や苦痛』は

否定的であった。前者を肯定する意識は後者を

否定する意識より有意に高く ，調査対象の属性

からみて好ましい結果といえる。

3. 「初経時の反応」は「イヤであった」と

いう拒否感か，好ましい母性意識の発達に対す

る強い障害となっていた。また，月経障害も母

性性を苦痛に感じる要因であった。

4.母性意識には子供の世話の経験や母親と

の関係か大きな影闊を持つことが明らかとなっ
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た。

5.看護教育の中では，母性看護実習， とり

わけ分娩見学が『拒否や苦痛』を否定的な側に

強く引 っぱる要因 とな っていた。分娩第一期か

ら産婦に付き添い共感的に体験していくことが

ポイントである。
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